
学びのパッケージ
プログラムのご案内

コミュニティサイエンスプログラム（CSP）

ツーリズムサイエンスプログラム（TSP）

区分 科目名 修了要件

地域づくり論

地域社会学

社会調査入門

社会調査（質的調査）

社会調査（量的調査）

地域統計論

地域調査法

地理情報システム論

社会調査演習

ファシリテーション演習

必修３科目６単位を修得すること。

５科目から２科目を選択し、２科
目４単位を修得すること。ただし、
区分 SkillＡから１科目以上修得
すること。

１科目２単位以上を修得すること。

Base

Skill A

Skill B

Practice

地域統計論

地域調査法

地理情報システム論

区分 科目名 修了要件

観光政策論

観光資源論

観光経営論

観光地域調査演習

社会調査（質的調査）

社会調査（量的調査）

必修３科目６単位を修得すること。

必修１科目２単位を修得すること。

５科目から２科目を選択し、２科
目４単位を修得すること。ただし、
区分 SkillＡから１科目以上修得す
ること。

Base

Skill A

Skill B

Practice

修了証がもらえる!

Base
Practice

Skill

地域政策学部生の
ために設計された

2つの特別なプログラム

　住民主体の地域づくりをリードできる人材を育成することを目指します。

よりよい地域をデザインするために必要となるデータサイエンスに立脚した

調査分析能力と、組織や集団における多様な意見を調整するファシリテーシ

ョン能力を育成することに特化したカリキュラムとなっています。

　観光開発及び観光経営を中心的に担う人材を育成します。観光まちづくりや観光産業における諸問題を解決

するために必要とされる調査、分析能力を育成することに特化したカリキュラムとなっています。

　地域政策学部では、地域社会で活躍できる人材を育成するため、２つのプログラムを開設しています。
　プログラムで身につけたスキルはゼミでの調査研究活動はもちろん、社会人になってからも非常に
役に立ちます。１年次生は、メンバーシップになることで、科目の優先履修や修了証の取得といった
メリットがありますので、ぜひお申込みください(募集ガイダンスは例年７月に行われます)。

DIPLOMA

地域政策学部ゼミナール協議会
からのごあいさつ
会長　佐藤公俊ゼミナール ４年　髙道 悠太
地域政策学会学生委員会担当　２年　西本 百伽

　当団体『高崎経済大学地域政策学部ゼミナール協議会』は、本学部生の学術活動および就職活動の支援を目
的として日々 活動している大学公認の学生団体です。春の新入生向け履修登録説明会をはじめ、教授陣を審査員
に招いた学内プレゼンテーション大会の開催、地元大企業や都道府県職員の登壇を伴う就職支援セミナーの開催な
どを行っております。
　このたび、当団体のメンバーが地域政策学会学生委員会の委員として加わり、学術文化講演会の企画・運営補
助をはじめとする一部業務を中心的に担当することとなりました。従来より、本学部の教授陣および各ゼミナールの
皆様とは密接な連携のもと活動してまいりましたが、今回の担当を契機として、これまでの枠組みにとどまらないより
高度で重層的な学術活動への支援を推進してまいります。
　もっとも、当団体にとっては初めての試みであり、手探りでの運営開始となる部分も少なくありません。つきまして
は関係各位におかれまして、今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
　なお、当団体本体の活動にご興味をお持ちいただけましたら、下記の各種 SNS をぜひご覧ください。また、企
画のご相談やご依頼等がございましたら Gmail（tcue.chizemi@gmail.com）までお気軽にお問い合わせください。

【当団体年間スケジュール】
※カッコ内は学生委員会の担当 ( 予定 )

 4 月　新入生向け履修登録説明会、ゼミナール説明会
  5 月　決定新歓、就職支援セミナー
  7 月　地域政策学部ゼミナール生総会、オープンキャンパス参加、
　　　 ( 学術文化講演会企画 )
  9 月　オープンキャンパス参加
11 月　地域政策学部プレゼンテーション大会
12 月　(学術文化講演会 )
  1 月　就職支援セミナー
※隔週、役員定例会を開催。
※毎月、学生団体連絡会議に出席。
※随時、代表者会を開催。

【各種 SNS】

X

Instagram
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